７．全日本たばこ産業労働組合
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全たばこ労組のとりくみ

私たちは、タバコを吸う人と吸わない人が共存できる社会の実現に向け、Ｂｅ　Ｔｈｅ　Ｓｍｏｋｅｒを合言葉に、以下の課題について取り組み・ＰＲなどを行っています。

　　※Be　The　Smoker・・たばこを吸う人は、○○します。

　　　　　　　　　　　　（例）○○とは、マナーを守る、エチケットを守る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吸わない人との共存に努めるなど。
１．未成年者の喫煙防止の徹底

・未成年者がたばこを購入できないように、自動販売機の改作実験に積極的に協力するとともに、たばこ販売店が無秩序に増えないように現行の許可制・指定制の維持を訴えています。

２．喫煙マナーの向上

・吸殻のポイ捨て防止に向け、ポケット吸殻入れを年間１５，０００個作成し、クリーンキャンペーンや他の活動等で配布しています。

・混雑する場所での歩行喫煙防止に向け、喫煙マナーの向上と併せて喫煙場所の確保を訴えています。

・５月の最終土日を中心に「全国一斉クリーンキャンペーン」として３年間取り組んできました。全国７０箇所以上・３，０００人以上の組合員・家族・ＪＴグループユニオン・退職者の皆さんが参加し、事業所や駅周辺そして繁華街等でたばこの吸殻や空き缶などを拾い、環境美化と併せて喫煙マナーの向上を訴えています。

３．たばこを吸う人と吸わない人の双方へ配慮した分煙の推進
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・具体的な分煙の推進にむけ、分煙方法のＰＲを行うとともに、労働福祉団体を中心に分煙機を１７台寄贈しました。

・分煙の推進に向けた地方自冶体のとりくみとして、「みなとタバコルール」等への積極的な参加･支援を行っています。

《環境指針資料編》
１．食品リサイクル法

· 食品関連事業者が中心的な役割を担います。

· 食品廃棄物発生の抑制、再生利用、原料に取り組むことを求めています。

☆目標：平成18年度までに全ての食品関連事業者が、食品廃棄物の再生利用等の実施率を20%以上にすること。

【具体的取り組み】

1． 発生を抑制する

生産や流通過程の工夫、消費のあり方の見直しなどによって、食品廃棄物そのものの発生を抑制します。

2． 再生利用する

食品廃棄物のうちで再資源化できるものは肥料や飼料、油脂や油脂製品、メタンの原材料として再生利用します。

3． 減量する

食品廃棄物は水分を多く含み腐敗しやすい性質がありますので、再生利用できない場合等は、脱水・感想・発酵・炭化により原料を行い、廃棄処分を容易にします。

【食品廃棄物とは】

	段階
	食品廃棄物

	製造（食品製造）
	動植物性残さ

	流通（食品流通）
	売れ残り・食品廃棄

	消費段階（外食・家庭）
	調理くず・食べ残し・食品廃棄


【食品関連事業者とは】

	
	主な業者

	食品の製造・加工業者
	食品メーカーなど

	食品の卸売・小売業者
	百貨店、スーパー、コンビニエンスストア、八百屋、魚屋など

	飲食店および食事の提供を伴う事業を行う者
	食堂、レストラン、ホテル、旅館、結婚式場、内陸・宴会旅客船舶など
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再生利用等の実施率２０％以上の達成例
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【食品の再生利用を推進する関係者と役割】





【食品関連事業者からの食品廃棄物発生量と再生利用等の状況】

	
	年間発生量
	発生抑制

①
	減量化

②
	再生利用

③(＊)
	実施率

①+②+③

	
	
	
	
	
	

	食品製造業
	464万t
	4%
	8%
	48%
	60%

	食品卸売業
	72万t
	4%
	0%
	28%
	32%

	食品小売業
	236万t
	4%
	2%
	17%
	23%

	外食産業
	320万t
	4%
	2%
	9%
	14%

	食品産業計
	1092万t
	4%
	4%
	28%
	37%


(＊)再生利用の具体的な方法としては、肥料化、飼料化、メタン化、油脂・油脂製品化があります。

※詳細内容はこちら

（（財）食品産業センター）　http://www.shokusan.or.jp/kankyo/shoku/index.html
２．容器包装リサイクル法

○容器包装リサイクル法の特色は、消費者、市町村、事業者の役割分担をはっきり決めたことです。大切な資源を有効利用することで環境に負荷の少ない循環型社会の構築を目指しています。
○一般的に「容器」とはものを入れるもの、「包装」とはものを包むものです。容器包装リサイクル法の対象となる「特定容器包装」とは、商品に用いられる容器および包装で、商品が使われたり、商品と分離された場合に不要になるものをいいます。
【容器包装リサイクル法の対象となる容器包装】
　　　

※「乳飲料等」とは、ドリンクタイプのはっ酵乳、乳酸菌飲料及び乳飲料。

【識別マーク】

・容器包装廃棄物を、消費者が適切に分別排出でき、市町村の分別収集が促進するように、資源有効利用促進法では、事業者に容器包装の識別表示を義務づけています。
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	ＰＥＴボトル
（食料品（しょうゆ、乳飲料等）、清涼飲料、酒類）
	紙製容器包装　
（飲料用紙パック（アルミ不使用のもの）と段ボール製のものを除く）
	プラスチック製容器包装
（食料品（しょうゆ、乳飲料等）、清涼飲料、酒類のＰＥＴボトルを除く）
	飲料用スチール缶
	飲料用アルミ缶


	


※詳細内容はこちら

（（財）容器包装リサイクル協会）http://www.jcpra.or.jp/index.html
３．グリーン購入法

○循環型社会の形成のためには、再生品等の供給面の取組に加え、需要面からの取組が重要であるという観点から、平成１２年５月に循環型社会形成推進基本法の個別法のひとつとして国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）が制定されました。 

○同法は、国等の公的機関が率先して環境物品等（環境負荷低減に資する製品・サービス）の調達を推進するとともに、環境物品等に関する適切な情報提供を促進することにより、需要の転換を図り，持続的発展が可能な社会の構築を推進することを目指しています。また、国等の各機関の取組に関することのほか、地方公共団体、事業者及び国民の責務などについても定めています。 
○実際の購入にあたっては、様々な主体から、環境物品（環境負荷の低減に資する物品・サービス）を選ぶ際に参考となる色々な情報が提供されていますので、こうした情報源を上手に活用しましょう。

　※詳細内容はこちら

　（環境省・環境ラベル等データベース）　http://www.env.go.jp/policy/hozen/green/ecolabel/index.html
（グリーン購入ネットワーク）　http://www.gpn.jp/
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４．地方自治体の取り組み
（１）「みなとタバコルール」
	「みなとタバコルール」の事業概要について

１　目　　的　

環境美化及びまちの安全を図るため、区内の路上・歩行中の喫煙、ポイ捨て禁止の徹底を図ります。

２「みなとタバコルール」の考え方

「みなとタバコルール」は、区内全域での路上・歩行喫煙、ポイ捨て禁止を目指すものです。

  港区では、暮らす人、働く人、学ぶ人など全ての人々が互いの生活や価値観を認め合い、基本的人権が尊重され、人間性あふれる地域社会の構築を目指しています。罰則をもって強制し、取り締まりを行うものではなく、あくまでも、区・区民・企業等が連携し、一丸となってマナー・モラルの向上に取り組み、路上・歩行喫煙禁止とポイ捨て禁止の徹底を図ることを目指します。

　「みなとタバコルール」宣言（案）：指定場所以外では吸いません

　 　　　　　　　　　　　　　　　：吸わない人の健康も守ります
３　事業概要

  本年度から３年間を試行期間として、主要駅周辺５地区をモデル地区として指定し、集中的に路上・歩行喫煙、ポイ捨て禁止のキャンペーン、啓発活動、早朝吸殻清掃の徹底等を実施するとともに、モデル地区内に指定喫煙コーナーを整備します。

（１）モデル地区の指定

　通勤者の乗降が多い区内の主要駅を中心に、周囲３００メートル内をモデル地区として指定します。まず通勤者が多く乗降する新橋駅において

７月中旬を目途に試行実施します。その他のモデル地区は、環境美化・浄化推進協議会及び地域の町会・自治会や商店会等と協議し順次決定していきます。

（２）試行事業の具体的内容

○モデル地区内適地に複数の指定喫煙コーナーを整備します。

 ・駅からの通勤客の動線を調査し、歩行を妨げないスペースに複数箇所の喫煙所を整備します。

○一定期間、継続的な清掃活動を実施します。

 ・モデル地区内路上清掃  ： 月～金、６:００～９:００（予定）

 ・喫煙コーナー巡回清掃  ： 月～金、６:００～１７:００（予定）

 ・清掃員数：路上清掃・清掃員６名：喫煙コーナー・清掃員１名  その他責任者を配置します。

 ・吸殻等の廃棄物処理業務委託を行います。

○キャンペーン・啓発活動を実施します。

・環境美化・浄化推進協議会・町会・自治会・商店会・周辺企業と連携し、協働した清掃活動

キャンペーン活動を展開します。

 ・区長・幹部職員による区内企業への協力要請・街頭キャンペーン活動を実施します。

（３）東京都たばこ商業協働組合連合会等との協働

　ＪＴ（日本たばこ産業（株））をはじめ、（社）日本たばこ協会や東京都たばこ商業協同組合連合会等から、喫煙コーナーの設置の負担や清掃活動、キャンペーン等への協力の申し出を受けています。こうした関係機関の協力を受け実施します。




※詳細内容はこちら

　（受動喫煙防止対策について）http://www.mhlw.go.jp/topics/tobacco/houkoku/judou.html
（健康日本２１）http://www.kenkounippon21.gr.jp/index.html
以上
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日本食品関連産業労働組合総連合会

〒150-0012　東京都渋谷区広尾1-3-18　広尾オフィスビル
Tel　03-3446-2082　  Fax　03-3446-6779

E-mail : jfu@ny.airnet.ne.jp 　http://www.ny.airnet.ne.jp/jfu/
食品関連事業者


◇食品廃棄物の排出者として、再生利用等の実施についての中心的な役割。


◇計画的な再生利用等への取り組みが必要。





食品リサイクル法





農林漁業者等


◇再生利用によってできた肥飼料の利用に努める。


◇それによってできた農産物を食品関連事業者に供給し、生産と食料消費との間の資源循環を確保することが必要。





再生利用事業者


◇食品廃棄物の再生利用で、食品関連事業者と肥飼料などの利用者を結びつける役割。


◇両者への適切な情報提供と生活環境に配慮した活動が必要。








